
                               小倉保子 

 

「今 想うこと」 

 

 あと数日で３０数年間勤めた職場を退職することになり、随分戸惑っていま

す。 

 毎日の仕事に縛られ、時間に迫られ、自分だけの時間があればといつも思っ

ていました。人間は勝手な生きもので、忙しいと愚痴を言い、暇になるとどう

したものか、もう自分を必要とされなくなったのでは、と心細く思い悩みます。 

 仕事をしていて、都合のよい事、好きな事、みんなが感心を寄せてくれる事

はどんどん進んで行ない、嫌な事はやらない、後回しにする。私がやらなくて

も誰かがするだろうという心が絶えずありました。そんな時、ある掲示板の言

葉が目に留まりました。 

 

人間は 

自分の心に 

自分が縛られている 

 

もう亡くなられた仲野良俊先生の言葉です。自分の欲望や関心のみに生きて

いるということは、実は自分に縛られているのだと指摘され、お話を聞きなが

らドキッとさせられたことを思い出しました。 

いつでも法話が聞ける環境に身を置きながら、ただデスクワークに振り回さ

れてきたのが残念でなりません。これからは時間があるからというのではなく、

自ら時間を作ってでも法座に出向き、教えを頂ける身になりたいと思います。 


